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２
１．新サービスのポイント

◆シンプルで、直感的に使いやすいユーザーインターフェイス
・グローバルナビゲーション、ステップチャートの採用
・入力ボックスの工夫
・トップページへの簡易検索入力ボックスの配置

◆知財戦略に必要となる基本的な情報の広がりへの対応
・J-GLOBAL との連携機能を備えたテキスト検索
・「色彩」や「音」等の新しいタイプの商標への対応
・中韓文献翻訳・検索システムへのリンク

◆中級者以上の方のニーズに応えた検索機能の充実化
・一覧表示項目の充実化
・各種機能の相互リンク
・論理式検索と論理式展開
・F ターム（テキスト）検索の採用
・意匠公報テキスト検索における検索オプションの追加
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２
１．新サービスのポイント（全体）

・特許情報プラットフォームトップ画面



5

２

・グローバルナビゲーション、ステップチャートの採用

１．新サービスのポイント（全体）

＜グローバルナビゲーション＞ → ガイドブックp.8,p.24等参照

・どのサービスを利用している場合も、常にヘッダとし
て表示

・他のサービス画面への移動が容易に可能
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２

・グローバルナビゲーション、ステップチャートの採用

１．新サービスのポイント（全体）

＜ステップチャート＞ → ガイドブックp.19等参照

・自分の操作段階が一目瞭然

・ワンクリックで、前の段階の画面に戻る
ことが可能
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２

・入力ボックスの工夫 → ガイドブックp.18,25,39等参照

１．新サービスのポイント（全体）

・複数の番号をスペース区切りで入力可能

・入力例の灰色表示

・プルダウンによる種別選択

・公開番号だけでなく各種番号が選択可能

・ボックスの追加を前提として、デフォルト表
示させる入力ボックスを削減
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２

・一覧表示画面の詳細化

１．新サービスのポイント（全体）

今回、新たに追加されている項目



9

２

・一覧表示画面の詳細化（特許・実用新案）

１．新サービスのポイント（全体）

機能 表示項目

特許・実用新案
番号照会

出願番号、公開番号、公告番号、登録番号、審判番号、その他

特許・実用新案
テキスト検索

文献番号、発明の名称、筆頭出願人、
発行日、出願番号、出願日、筆頭IPC

特許・実用新案
分類検索

文献番号、発明の名称、発行日、出願番号、出願日、
公開・公表分類１、公開・公表分類２、公開・公表分類３、
公告分類１、公告分類２、公告分類３

コンピュータソフトウェアデー
タベース（ＣＳＤＢ）検索

文献種別、書籍タイトル、発行日
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２

・一覧表示画面の詳細化（意匠）

１．新サービスのポイント（全体）

機能 表示項目

意匠公報テキスト検索
登録番号、意匠に係る物品（表示用）、出願人／意匠権者、イメージ、
＊本意匠／関連意匠リスト

日本意匠分類・Ｄターム
検索

登録番号、意匠に係る物品（表示用）、出願人／意匠権者、イメージ、
＊本意匠／関連意匠リスト

意匠公知資料テキスト
検索

公知資料番号、文献名、物品名／原語物品名、公知日／発行日／受入
日、イメージ

関連意匠を含む検索結果に関して、本意匠／
関連意匠のリストを、一覧形式で確認できるよ
うになっています



11

２

・一覧表示画面の詳細化（商標）

１．新サービスのポイント（全体）

機能 表示項目

商標出願・登録情報
出願・書換・登録番号、商標（検索用）、
区分、出願人、出願日、登録日、イメージ

称呼検索
出願・登録番号、商標（検索用）、種別、称呼（参考情報）、
区分、出願人、出願日、登録日、イメージ

図形等商標検索 登録番号、出願日、登録日・設定登録日、権利者、イメージ

商品・役務名検索 区分、 商品・役務名、 商品・役務名（英語）、 類似群コード

日本国周知・著名
商標検索

登録番号、商標（検索用）、イメージ

不登録標章検索 告示番号、標章（表示用）、称呼、イメージ
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２

・各種機能の相互リンク

１．新サービスのポイント（全体）

経過情報参照中の案件の審査書類情報を照会することが可能。

＊審査書類情報照会の対象は、特許・実用新案の２００３年７月以降の出
願のみとなります。

文献番号部分のリンクをクリックすると、
その公報や原出願情報が表示されます。
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２

・各種機能の相互リンク

１．新サービスのポイント（全体）

特実
経過情報照会 ⇒ 審査書類情報照会
公報照会 ⇒ 審査書類情報照会
経過情報照会（文献番号） ⇔ 公報照会
意匠
経過情報照会（文献番号） ⇔ 公報照会
商標
経過情報照会（文献番号） ⇔ 公報照会
審判
審決速報 ⇒ 経過情報照会
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２

・簡易検索 → 詳細フローは、ガイドブックp.6,7参照

１．新サービスのポイント（トップ画面）

検索ボタン押下後は、プルダウンの選択内容
に応じて、特実、意匠、商標それぞれの検索
サービスの検索結果画面が表示されます。

・お試し感覚で、流行のキーワードや、知っ
ている商品名による検索が可能。
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２

・簡易検索 → 詳細フローは、ガイドブックp.6,7参照

１．新サービスのポイント（トップ画面）

法域 検索対象公報 検索対象項目

特許 公開公報
公表公報
再公表特許

発明の名称、要約、請求の範囲、出願人／
権利者、発明者

＊平成４年以前発行の公開実用新案公報
は、請求の範囲のみ

実用新案 公開実用新案公報
公表実用新案公報
登録実用新案公報

意匠 意匠公報 意匠に係る物品、意匠に係る物品の説明、
意匠の説明、出願人／権利者、創作者

商標 整理標準化データ 商標（検索用）、称呼（単純文字列検索）、出
願人／書換申請書／権利者／名義人

・検索対象が限定されている点に注意！！
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２

・J-Globalとの連携 → 詳細は、ガイドブックp.13参照

１．新サービスのポイント（特実）

＊コンピュータソフトウェアデータベース（ＣＳＤＢ）検索にお
いても、J-Globalとの連携が可能
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２

・論理式検索と論理式展開 → ガイドブックp.11に対応

１．新サービスのポイント（特実）

・論理式入力ボックスを利用して、特定の演算子によ
る論理式検索が可能（詳細は、次ページ以降参照）
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２

・以下の検索項目について、識別タグを利用した検索が可能

１．新サービスのポイント（特実）

検索項目名 識別タグ 検索項目名 識別タグ 検索項目名 識別タグ

発明の名称 /TI 出願番号 /AN 審判番号 /JN

要約 /AB 出願日 /AD 国際出願番号 /IAN

請求の範囲 /CL 公開番号 /PN 国際出願日 /IAD

要約＋請求の範囲 /AC 公開日 /PD 国際公開番号 /IPN

公報全文（書誌を除く） /TX 公告番号 /EN 国際公開日 /IPD
IPC /IP 公告日 /ED 優先権主張国番号 /PCN

FI /FI 登録番号 /RN 指定国 /DS
Fターム /FT 登録日 /RD 公開、国際公開日 /PID

ファセット識別子 /FC 登録公報発行日 /RID

出願人/権利者 /AP 公表番号 /UN

申請人識別番号 /AIN 公表日 /UD

発明者 /IN 再公表発行日 /DID

代理人 /RP 公表発行日 /GID

審査官 /EX
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２

・論理式入力ボックスで利用できる演算子

１．新サービスのポイント（特実）

* AND（かつ）：両側の検索キーワードのand演算を行います。

+ OR（または）：両側の検索キーワードのor演算を行います。

- NOT（含まない）：両側の検索キーワードのnot演算を行います。

“[“及び”]” 論理式内で優先的に検索したい範囲をくくる際に使用します。

'（シングルクオーテーション） 上記演算子を検索対象文字とする際に両側をくくります。

＊論理式入力ボックスに入力可能な文字数の上限は、

全角換算で750文字、半角換算で1500文字。
＊論理式入力ボックスでは、日付、番号による検索を行う際、

数字等を半角で入力する必要があります。

＊[]（かっこ）は、二重括弧としての利用はできないため、
検索式を二重括弧が不要な形で構成する必要があります。

＊-（NOT演算）は、論理式中で一度しか利用できません。
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２

・以下の検索項目について下記識別タグを利用した検索が可能

１．新サービスのポイント（特実）

・検索論理式（例）

[電灯/TX+電燈/TX+ライト/TX]*[20140101:20141231/PD]
-[携帯電燈/AC+携帯電灯/AC+携帯ライト/AC]

検索項目名 識別タグ 検索項目名 識別タグ 検索項目名 識別タグ

発明の名称 /TI 出願番号 /AN 審判番号 /JN
要約 /AB 出願日 /AD 国際出願番号 /IAN
請求の範囲 /CL 公開番号 /PN 国際出願日 /IAD
要約＋請求の範囲 /AC 公開日 /PD 国際公開番号 /IPN
公報全文（書誌を除く） /TX 公告番号 /EN 国際公開日 /IPD
IPC /IP 公告日 /ED 優先権主張国番号 /PCN
FI /FI 登録番号 /RN 指定国 /DS
FIターム /FT 登録日 /RD 公開、国際公開日 /PID
ファセット識別子 /FC 登録公報発行日 /RID
出願人/権利者 /AP 公表番号 /UN
申請人識別番号 /AIN 公表日 /UD
発明者 /IN 再公表発行日 /DID
代理人 /RP 公表発行日 /GID
審査官 /EX

検索項目 検索キーワード 検索方式

公報全文（書誌を除く） 含む 電燈電灯 ライト OR
AND

公開日 含む 20140101:20141231
AND

要約+請求の範囲 含まない 携帯電灯携帯電灯携帯ライト OR
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２

・論理式検索と論理式展開 → ガイドブックp.11に対応

１．新サービスのポイント（特実）

・「論理式に展開」をクリックすると、「キーワー
ド」項目に入力した内容を、システムが自動的
に論理式に展開。
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２

・F ターム（テキスト）検索の採用

１．新サービスのポイント（特実）

・公報面に掲載されるFターム情報が対象となるため、全文献を網羅
的に検索できるものではない点、公報発行後の分類修正に対応して
いない点、階層検索ができない点に注意が必要
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２

・F ターム（テキスト）検索の採用

１．新サービスのポイント（特実）

各Ｆタームを入力する際には、テーマとセッ
トで入力する必要あり
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２

・中韓文献翻訳・検索システムとのリンク

１．新サービスのポイント（特実）

日本語による中国文献、韓国文献の検索、照会が可能

ＪＰＯ中韓文献翻訳・検索システムへのリンク
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２

・意匠公報テキスト検索における検索オプションの追加

１．新サービスのポイント（意匠）

「部分意匠」にチェックを入れることで、部分意匠に絞った検索が
可能。また、関連照会部分のチェックにより、「関連意匠が存在
するもの」、「関連意匠が存在しないもの」に絞った検索が可能。
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２

・音商標等新たな商標への対応 → ガイドブック p.37に対応

１．新サービスのポイント（商標）

色彩のみからなる商標や立体商標、音商標等に絞った検索が可能。
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２

・商標・出願登録情報 検索結果一覧表示画面

１．新サービスのポイント（商標）

イメージが表示される商標一覧画面

・商標出願・登録情報

・称呼検索

・日本国周知・著名商標検索

・不登録標章検索

・図形等商標検索
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２

・音商標等新たな商標への対応 → ガイドブックp.37に対応

１．新サービスのポイント（商標）

※案件の情報はサンプルデータであり、実在のデー
タではありませんのでご注意下さい。

商標公報に音声ファイルが含まれている場合、再生が可能です。
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２
２．刷新により廃止された機能

◆番号索引照会 → 番号照会サービスと統合

◆パテントマップガイダンス（旧）

◆審決取消訴訟判決集

◆初心者向け検索

◆公開特許公報フロントページ検索
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２
２．刷新により廃止された機能

・パテントマップガイダンス（旧）画面

・審決取消訴訟判決集画面

最新の情報は、パテントマップガイダンス
で確認可能。

２００２年以降に廃止されたFI等について
は、特許庁HP のFI改正情報（J-PlatPat
からリンクあり）で確認可能。

掲載されている情報は2000年10月以前
の情報。

掲載されているコンテンツは、範囲の限定
された古いデータのみであるため、廃止。
→ 審決取消訴訟の判決については、知
的財産高等裁判所の裁判例検索の利用
を推奨。
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２
２．刷新により廃止された機能

・初心者向け検索画面

・公開特許公報フロントページ検索画面

検索対象の範囲が限定されており、公報テキスト検
索と機能的な重複あり。

→ 特許・実用新案テキスト検索で代替可能

説明の文章が多く、必ずしも初心者に親切な画面と
もなっていない。また、検索対象の範囲が限定され
ており、網羅的な検索ができていると勘違いされる
恐れあり。

→ 全てのサービスについて、できるだけ初心者
にも使いやすいように配慮。また、お試し感覚でご
利用いただく想定で、トップページに「簡易検索」ボッ
クスを配置。
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２
３．サービス利用時の注意点

◆検索の種類別の注意点
（テキスト検索と分類検索）

◆インプットデータに基づく注意点
（タイムラグや検索対象）
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２
３．サービス利用時の注意点

テキスト検索（特許・実用新案テキスト検索、意匠公報テキスト検索等）

＜ポイント＞ テキストデータに対して、機械的にキーワード検索を行う。

キーワードは分かりやすいため、初心者等でも検索が容易。

＜注意事項＞類義語等への読み替えは行われないため、分類検索と比較すると、

サーチ漏れの可能性がやや高くなる。また、関係の薄い文献の中にも、

キーワード自体は存在する場合がある為、ノイズがやや多い。

分類検索（特許・実用新案分類検索等）

＜ポイント＞ 公報を読んだ者が分類を付与し、その分類をキーに検索を行う。

人間が内容を理解して分類を付与するため、類義語や誤記が存在しても

適切な分類が付与される可能性が高く、サーチ漏れやノイズが少ない。

＜注意事項＞分類は知的財産分野に特有、また、技術分野に特有のため、

分類の理解が不可欠となり、初心者にとっては使いにくい。

→ 分類理解のために、日本意匠分類リスト（JPOのHPへリンク）

PMGS、図形等分類表等の利用が効果的。

テキスト検索は、検索式作成時に、類義語や
旧字体等に注意して式をたてる必要がある。

◆検索の種類別の注意点
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２
３．サービス利用時の注意点

テキスト検索利用時の注意点

特許・実用新案テキスト検索でサポートされている異表記展開は
以下の通り。

・長音記号（ｰ）、マイナス（－）、ハイフン（-）、ダッシュ（―）

・ひらがな及びカタカナの拗音及び促音（「ア」と「ァ」、「ツ」と「ッ」、
「よ」と「ょ」等）

・アルファベットの大文字と小文字

・全角と半角

キーワード検討時には、類義語、旧字体等に注意が必要
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２
３．サービス利用時の注意点

分類検索のためのパテントマップガイダンスの利用
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２
３．サービス利用時の注意点

公報を主要なインプットデータとして利用しているサービス

・「特許・実用新案番号照会」、「意匠番号照会」、「商標番号照会」

・「特許・実用新案テキスト検索」：１９９３年以降の公開等が対象（詳細は次ページ参照）

・「意匠公報テキスト検索」：２０００年以降の登録公報が対象

・「審決公報ＤＢ」

＊公報発行後、速やかに検索及び照会が可能。

なお、テキスト検索の対象は、テキストデータが存在する最近の公報に限定される。

整理標準化データをインプットデータとして利用しているサービス

・「特許・実用新案分類検索（ＩＰＣ以外）」

・「日本意匠分類・Ｄターム検索」

・「商標出願・登録情報」、「称呼検索」、「図形等商標検索」

・「経過情報」の各種サービス

＊特許庁の各種システムの情報を収集し、整理した「整理・標準化データ」を

利用しているため、今後も、３～４週のタイムラグが発生する。

なお、整理・標準化データに基づく検索は、かなり古い文献まで可能。

公報テキスト検索は、古い文献がヒットし
ない点に注意が必要。

◆インプットデータに基づく注意点
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２

公報テキスト検索の対象文献

特許・実用新案
テキスト検索

平成5年（1993年）以降に発行された公報
公開特許公報： 平成5年以降
特許公報： 平成8年以降
公表実用新案公報、実用新案登録公報：平成8年以降

意匠公報
テキスト検索

平成12年（2000年）以降に発行された公報
意匠公報、協議不成立意匠出願公報：平成12年以降

＊各サービスの検索対象範囲（文献）、照会対象
範囲等の詳細は、特許情報プラットフォームの「ヘ
ルプ」「文献蓄積情報」等で確認可能

３．サービス利用時の注意点



38

２
４．利用シーンに応じたJ-PlatPatの活用方法

◆先行技術調査
（出願前に先行技術調査を行う場合等）

◆審査手続き中の利用
（審査官からの拒絶理由通知対応等）

◆他者の権利等の確認



39

２
４．利用シーンに応じたJ-PlatPatの活用方法

◆先行技術調査
（出願前に先行技術調査を行う場合等）

＜検索対象＞

＊特許、意匠は過去に公開されているあらゆる文献

＊商標は、出願中及び権利存続中のもの（商標・出願登録情報の検索対象）

＜対象期間＞

＊過去の文献全て

＜ポイント＞

＊特許、意匠については、外国文献や論文等についても調査が可能

・（特許）特許・実用新案テキスト検索で、欧米、中国和抄等の検索が可能。

・（特許）外国公報DBで、番号からのイメージ照会が可能。

・（特許） J-GLOBAL連携、CSDB検索等を利用することで、公報だけで無く

一般の技術文献やカタログ、論文等の情報を検索することも可能。

・（意匠）意匠公知資料検索で、カタログや外国公報の調査が可能。

特許・実用新案テキスト検索、

意匠公報テキスト検索、

商標出願・登録情報等、

検索系各種サービスの活用
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２
４．利用シーンに応じたJ-PlatPatの活用方法

特許・実用新案テキスト検索

・欧米和抄、中国和抄検索

・ J-GLOBAL検索

中韓文献翻訳・検索システ
ムへのリンク
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２

◆審査手続き中の利用
（審査官からの拒絶理由通知等を受け、対応を検討する場合等）

①通知された引用文献、参考文献内容の確認

各種公報の番号照会サービスを利用して、

通知された拒絶理由の引用文献、参考文献の内容確認が可能。

②対象案件の審査経過、面接記録等の確認

「経過情報番号照会」を利用して、案件の過去の審査経過や引用文献番号、

参考文献番号（リンク先で内容確認も可）、面接記録等が確認できる。

③（特許）同一技術分野案件の傾向や登録請求項の確認

同一技術分野で、自案件と類似する最近の公報を検索し、

「審査書類情報照会」で拒絶理由や特許査定時の請求項を確認し、

自分の手続きの参考にすることが可能。

公報の番号照会、経過情報、

審査書類情報照会等の活用

４．利用シーンに応じたJ-PlatPatの活用方法
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２
４．利用シーンに応じたJ-PlatPatの活用方法

経過情報番号照会で参照中案件の審査書類情報を照会することが可能

文献番号部分のリンクをクリックすると、
その公報や原出願情報が表示されます。

経過情報（番号照会）
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２
４．利用シーンに応じたJ-PlatPatの活用方法

（特許）審査書類情報照会

表示されている書類名のリンクをクリックす
ると、右側に書類の内容が表示されます。
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２
４．利用シーンに応じたJ-PlatPatの活用方法

◆他者の権利等の確認

＜検索対象＞

＊特許公告公報、特許公報、実用新案登録公報、意匠公報、

商標公告公報、商標登録公報、商標公報等

＊公開系の公報は出願後、所定期間経過時に発行され、権利と無関係

＜対象期間＞

＊権利毎に定められた権利期間（例えば、特許であれば２０年）を踏まえ、

過去○○年に絞ることが可能

＜ポイント＞

＊現時点で権利が存在するか否かは「経過情報番号照会」での確認が必要。

＊特許の場合、権利化の過程の書類を「審査書類情報照会」で確認可能。

＜注意事項＞

*権利状況等は、J-PlatPatで正確性を保証できるものでは無いため、

最終的には、特許庁や権利者等に確認する必要あり。

検索系各種サービス、経過情報の活用
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２
４．利用シーンに応じたJ-PlatPatの活用方法

経過情報（番号照会）

本案件は、存続期間満了により

権利が抹消されています。
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２
５．J-PlatPatの今後の展望について

特許情報プラットフォームは、平成２７年３月のリリース後も引き
続き、特許庁システムの段階的な刷新と連携を図り、

・日本国公報過去分や外国公報等の照会対象文献の拡充

・パテントファミリー情報を利用した海外庁審査書類情報照会
サービスの提供

・経過情報サービス等のタイムラグ短縮

・検索機能のさらなる充実化

等を、段階的に進めていく予定

イメージマッチング技術を利用した

画像検索支援サービスとの連携

共通特実検索システム

（特許庁）との連携

ワンポータルドシエ（特許庁）との連携


